
Ⅰ　アウトソーソングの推進

３. 事業・事務における外部資源の活用

進行管理責任者
実施責任者 頁№

会計管理者 会計課長 17

企画政策部長 企画政策課長 18

 取り組みの目標

　「Ⅲ-１．職員の能力・能率向上に資する環境・基盤づくり」と「Ⅲ-２．横の連携を強化する組織づく

り」に対応するための職員を創出する。

　〔副次的効果としては、民間のノウハウ等を活用することによる公共サービスの向上を狙う。〕

 (1)　会計課　「財務補助事務」

 (2)　企画政策課「広報紙作成・HP運用事務」

 現状と課題

　指定管理者制度やPFI法の施行など、公共サービスの提供の主体が行政から民間へ移行するな

ど、行政運営のあり方が多様化・拡大化しているという動きの中で、行政に求められる役割が「公共

サービスの直接の実施者」から「サービスの担い手の育成者や支援・監督者」という企画・管理的な

役割へ移りつつあると言える。このような動向を踏まえ、事業・事務の単位においても「民間でできる

ことは民間に委ねる」ことにより、民間事業者等の優れた技術やノウハウを活用することによる公共

サービスの向上と、職員の企画やマネジメントに関する能力の向上が必要となっている。

 取り組みの概要

【基本項目】

【個別項目】

【課等別の取り組み項目】

項目

　職員が直接実施する必要性が低く、かつ、民間に委ねることにより、他に活用できる正規職員の創

出などの効果が見込まれる事務として、証明書交付・申請受付等に係る窓口応対や内部処理事務、

財務処理事務等からアウトソーシング可能部分の抽出を行い、民間事業者との委託契約や多様な

任用形態の活用などを検討し、導入する。
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※　目標値の費用算出は次の計算式によるもの。

平

成

2

8

年

度

会計課長

会計課長会計課長

会計課長

年

度

別

取

り

組

み

内

容

平

成

2

7

年

度

　創出する職員　１人

事前に取り

組んだ事項

会計課事務の洗い出し

第1四半期

導入可と決定

計

画

平

成

2

9

年

度

計

画

目

標

実

施

内

容

実

施

内

容

　事務体制、事務量等

の現状について総務

課と検討。導入へ向け

て引き続き課題を検

証。

基本項目

Ⅰ　アウトソーシングの推進

Ⅰ　アウトソーシングの推進Ⅰ　アウトソーシングの推進

Ⅰ　アウトソーシングの推進

個別項目

第2四半期 第3四半期

　委託等に係る年間費用 　6,369,556円以下（※）

実

績

目標

３. 事業・事務における

３. 事業・事務における３. 事業・事務における

３. 事業・事務における

　　　　　　　　　外部資源の活用

　　　　　　　　　外部資源の活用　　　　　　　　　外部資源の活用

　　　　　　　　　外部資源の活用

取り組み項目

(1) 会計課 「財務補助事務」

(1) 会計課 「財務補助事務」(1) 会計課 「財務補助事務」

(1) 会計課 「財務補助事務」

　　　（会計課における財務処理の補助事務）

　　　（会計課における財務処理の補助事務）　　　（会計課における財務処理の補助事務）

　　　（会計課における財務処理の補助事務）

進行管理責任者

　導入後の具体的担

当可能業務について

引き続き精査。担当予

定業務についてのマ

ニュアルの整備。

会計管理者

会計管理者会計管理者

会計管理者

実施責任者

目

標

●導入

実

績

H27年度職員平均年額　6,369,556円　×　1人

《上記の職員平均年額は、H27年度の一般会計決算に基づき、職員（町長・副町長・教育長を除く）

　の給料と諸手当（退職手当を除く）との合計から1人当たりの平均として算出したもの。》

第4四半期

年度別の

目標・実績

実

績

実

施

内

容

実

績

計

画

目

標

●導入可否の

　 決定

◆アウトソーシング可

能な事務の洗い出しを

行った。

◆西湘ブロック会計管

理者研究会で議題を

あげ、情報収集を行

う。

　これまでの検討結果

を踏まえ、臨時職員や

再任用職員等による

業務対応は可能であ

ると判断したものの、

総務課との調整におい

て、現状の執行体制で

はH28年度当初からの

導入は不可能であると

の結論に至った。

　臨時職員、再任用職

員等による業務対応

をすること、及びその

際における具体的担

当業務について引き

続き検討、精査。該当

する業務についての

マニュアル等の検討、

整備。

　西湘ブロック研究会

等において調査、情報

収集した近隣市町の

状況を参考にし、町と

の比較検討をした

備考

導入予定業務マニュアルの整備

導入予定業務の精査

導入について、総務課と調整

業務マニュアルの整備

先進事例の調査

範囲の検討

手法の検討

関係課（総務課等）との調整

導入手法・実施範囲・予算等の決定

導入手続きの準備
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※　目標値の費用算出は次の計算式によるもの。

年

度

別

取

り

組

み

内

容

平

成

2

7

年

度

計

画

目

標

実

施

内

容

実

績

平

成

2

8

年

度

平

成

2

9

年

度

計

画

計

画

目

標

第3四半期 第4四半期

年度別の

目標・実績

事前に取り

組んだ事項

　委託等に係る年間費用　　6,369,556円以下（※）

実

績

目標

●導入可否の

　 決定

基本項目

Ⅰ　アウトソーシングの推進

Ⅰ　アウトソーシングの推進Ⅰ　アウトソーシングの推進

Ⅰ　アウトソーシングの推進

個別項目

３. 事業・事務における

３. 事業・事務における３. 事業・事務における

３. 事業・事務における

　　　　　　　　　外部資源の活用

　　　　　　　　　外部資源の活用　　　　　　　　　外部資源の活用

　　　　　　　　　外部資源の活用

取り組み項目

(2) 企画政策課 「広報紙作成・HP運用事務」

(2) 企画政策課 「広報紙作成・HP運用事務」(2) 企画政策課 「広報紙作成・HP運用事務」

(2) 企画政策課 「広報紙作成・HP運用事務」

進行管理責任者

企画政策部長

企画政策部長企画政策部長

企画政策部長

実施責任者

企画政策課長

企画政策課長企画政策課長

企画政策課長

　創出する職員　　１人

第1四半期 第2四半期

H27年度職員平均年額　6,369,556円　×　1人    

《上記の職員平均年額は、H27年度の一般会計決算に基づき、職員（町長・副町長・教育長を除く）

　の給料と諸手当（退職手当を除く）との合計から1人当たりの平均として算出したもの。》

実

施

内

容

実

績

目

標

●導入

実

施

内

容

実

績

備考

①藤沢市及び茅ヶ崎

市より委託関係資料を

入手

②茅ヶ崎市現地視察

実施

③範囲の検討開始

④内部施設調整開始

①県内全市町村の委

託状況確認実施

②広報作成委託か人

材派遣委託とするかの

検討

導入

業務マニュアルの整備

先進事例の調査

範囲の検討

手法の検討

関係課（総務課等）との調整

導入手法・実施範囲・予算等の決定

導入手続きの準備
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